
〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８
工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-01

氏名：

その他の設計者

氏名：

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一

その他の設計者 　級建築士　登録第　　　　　　号

　級建築士　登録第　　　　　　号
NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計

　７ １２ 　５

Ａ３

a

※規準値または参考値

基礎の納まり

○布基礎の取合い（平屋の場合）

※規準値または参考値

○布基礎の取合い（２階建ての場合）

※規準値または参考値

○べた基礎の取合い（シングル配筋）

150

300
1
5
0

1
5
0

3
0
0

4
0
0

D10

D13

D13

D10-@300

D10-@300

D10
D10

内部
外部

※150以上

※240以上とし、かつ、

凍結深度以上とする。

若しくは、凍結を防止

するための有効な措置を

講じる。

※400以上

※300以上

かぶり60以上

150

D10

D13

D13

D10-@300

D10

内部
外部

※450以上

1
5
0

1
5
0

3
0
0

4
0
0

※240以上とし、かつ、

凍結深度以上とする。

若しくは、凍結を防止

するための有効な措置を

講じる。

※400以上

※150以上

かぶり60以上

450

D10

D10-@300

150

D10-@300

外部

D10

D13

※150以上

かぶり60以上3
0
0

※240以上とし、かつ、

凍結深度以上とする。

若しくは、凍結を防止

するための有効な措置を

講じる。

根入れ深さ かぶり60以上

D13

内部

スラブ配筋は別途検討による

D10

150

D10-@300

外部

D10

D13

4
0
0

3
0
0

※400以上

※240以上とし、かつ、

凍結深度以上とする。

若しくは、凍結を防止

するための有効な措置を

講じる。

根入れ深さ かぶり60以上

D13

内部

D10

※規準値または参考値

○べた基礎の取合い（ダブル配筋）

かぶり60以上

※200以上

スラブ配筋は別途検討による

［告示第1347号］

［告示第1100号］

構造用面材の種類 厚み 釘の種類 外周釘間隔P1 内部釘間隔P2 壁倍率 特記事項

○構造用ｾｯｺｳﾎﾞｰﾄﾞB種

○構造用ｾｯｺｳﾎﾞｰﾄﾞA種

○構造用パネル

○構造用合板

○パーティクルボード

○ハードボード

○硬質木片セメント板

○ラスシート

○シージングボード

○石こうボード

GNF40またはGNC40

GNF40またはGNC40

GNF40またはGNC40

N50

N50

N50

N50

N50

N38

N40

150mm

150mm 150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

100mm

150mm 150mm

200mm

2.5

2.5

2.5

2.0

2.0

1.7

1.2

1.0

1.0

0.9

以下 以下

1000mm以下

500mm 500mm

P1 P1

P1
P1

P2
P2

P1 P2
P2P1

P2
P
2 P1 P1

以下 以下

1000mm以下

500mm 500mm

6m
m以

上

柱

間柱 6m
m以

上

柱

間柱

断面寸法 釘打ち 特記事項

2本平打ち

それぞれN50､

柱･間柱へ○木ずり

種類

注）パーティクルボード･構造用パネル･ハードボードの突合せの間隔は、胴差以外の部分で２～３mmあける

大壁

○構造用面材との取合い

○木ずりの取合い

250 250

○構造用面材の隅部の取合い ○構造用面材のＴ字部の取合い

構造用受材(45×90mm以上）

N90@300mm以内

構造用面材

構造用面材

N90@300mm以内

構造用面材

構造用受材(45×90mm以上）

構造用面材

構造用面材

構造用面材

受材

受材

面材

構造用面材

構造用面材

受材

構造用面材

構造用面材
受材

構造用面材

面材

構造用面材

面材

受材

受材

柱

構造用受材

構造用面材

基礎

基礎

柱

土台

構造用面材

構造用面材

構造用面材

柱
柱

土台

間柱

面材

○床梁に落し込む方法

床組の納まり ［告示第1654号］

○根太あり・転ばし取合い

 品確法

 床倍率

床梁

床材

床材

根太

根太

床梁

 N75斜め釘打ち２本

 品確法

 床倍率

　1.0

　0.7

　0.3

　0.2

　2.0

　1.4

　0.39

　0.26

910 910

○床梁に落し込む方法

床梁

床材 根太

床梁

910 910

床材

根太受材

根太

大梁
910 910

 N75斜め釘打ち２本

根太受材

 床倍率

床材 根太

床梁

根太高さの1/2以上

910 910

渡りあご掛け

○木製火打の取合い ○火打金物（Zﾏｰｸ）の取合い

750

7
50

大梁

火打梁

六角ボルト

小梁

大梁

火打梁

六角ボルト

小梁

＋

平釘３本

根太高さの1/2以上

床材 床梁

根太

○際根太で固定する方法

床材 床梁

根太

○受材で固定する方法

根太高さの1/2以上

受材　大梁へ釘打ち

 N75@300mm以下

 N75@300mm以下

際根太　大梁へ釘打ち

　1.6

　1.12

　0.36

　0.24

 品確法○

○

　　水平構面の仕様

○

○

 構造用合板　12mm以上

 構造用合板　12mm以上

 幅180mm板材　12mm以上

 幅180mm板材　12mm以上

○

○

　　水平構面の仕様

○

○

 構造用合板　12mm以上

 構造用合板　12mm以上

 幅180mm板材　12mm以上

 幅180mm板材　12mm以上

○

○

　　水平構面の仕様

○

○

 構造用合板　12mm以上

 構造用合板　12mm以上

 幅180mm板材　12mm以上

 幅180mm板材　12mm以上

 N50@150mm､根太@340mm以下

 N50@150mm､根太@500mm以下

 N50@150mm､根太@340mm以下

 N50@150mm､根太@500mm以下

 N50@150mm､根太@340mm以下

 N50@150mm､根太@500mm以下

 N50@150mm､根太@340mm以下

 N50@150mm､根太@500mm以下

○根太受け材で固定する方法

○根太あり・根太高さ全て落し込みの取合い

700

7
00

○根太あり・根太高さの1/2以上落し込みの取合い

 N50@150mm､根太@340mm以下

 N50@150mm､根太@500mm以下

 N50@150mm､根太@340mm以下

 N50@150mm､根太@500mm以下

床組の納まり ［告示第1654号］

○根太なし・直張り・川の字釘打ち・品確法床倍率1.2の取合い

合板は千鳥で配置する

構造用合板24mm

川の字釘打ちN75@150mm以下

床梁

床梁

受材

合板は千鳥で配置する

構造用合板24mm

四周釘打ちN75@150mm以下

○根太なし・直張り・四周釘打ち・品確法床倍率3.0の取合い

床梁
○合板の長辺を床梁に固定する方法

○合板の短辺を床梁に固定する方法
受材

910 910

91
0

91
0

受材

合板は千鳥で配置する

構造用合板24mm

　0.2

　0.7

 床倍率

 品確法

 品確法

 床倍率

　0.5

　0.1

10

10以下

10

5以下

母屋

軒桁

母屋
野地板

野地板

軒桁

垂木

垂木

910 910

屋根の納まり ［告示第1654号］

○勾配30°以下の取合い

○勾配45°以下の取合い

 構造用合板　9mm以上

　　水平構面の仕様

○

○

 N50@150mm､垂木@500mm以下

 幅180mm板材　9mm以上

 N50@150mm､垂木@500mm以下

 幅180mm板材　9mm以上

　　水平構面の仕様

 構造用合板　9mm以上

○

○

 N50@150mm､垂木@500mm以下

 N50@150mm､垂木@500mm以下

※150標準 ※150標準

※150標準※150標準

3
0
0

注）継手は、柱、間柱心で突き付け、５枚以下毎に乱継ぎとする
910 910

四周釘打ちN75@150mm以下 910 910

木材在来軸組工法標準図１令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事



〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８
工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-02

氏名：

その他の設計者

氏名：

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一

その他の設計者 　級建築士　登録第　　　　　　号

　級建築士　登録第　　　　　　号
NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計

　７ １２ 　５

Ａ３

a

130mm以上

（継手なし、含水率15％以下）

ｈ ｂ

　○　両面塗り

特記事項壁倍率
 釘の

 間隔

 釘の

 種類

 構造用面材の

　　種　類

2.5

2.5

2.5

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

N50

N50

N50

○構造用石こう

　ボードＡ種

○構造用石こう

　ボードＢ種

○構造用合板

○ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

○構造用パネル

○石こう

　ラスボード

○石こうボード

厚み

1.5

真壁 ［告示第1100号］

○受材仕様・構造用面材との取合い

1000mm以下 1000mm以下

2000mm以下

構造用面材

または
GNC32

または
GNC40

または
GNC40

または
GNC40

GNF32

GNF40

GNF40

GNF40

大壁 ［告示第1100号］

○床勝ち仕様

P
1
P1

P1 P1

P
2
P2

以下 以下

500mm 500mm

1000mm以下

以下 以下

500mm 500mm

1000mm以下

P1
P
1

P2
P
2

P1P1

P
2

P2

床下地板

横架材

受材30×40mm以上

床下地板

横架材

柱

構造用面材

柱

受材30×40mm以上

床下地板

土台

床下地板

土台

間柱

受材30×40mm以上

床下地板

横架材

受材30×40mm以上

床下地板

横架材

柱

構造用面材

柱

受材30×40mm以上

床下地板

土台

床下地板

土台

間柱

受材30×40mm以上

胴つなぎ

構造用面材の種類 厚み 釘の種類 外周釘間隔P1 内部釘間隔P2 壁倍率 特記事項

GNF40またはGNC40

GNF40またはGNC40

150mm

150mm

150mm

150mm

1.6

GNF40またはGNC40 150mm150mm 0.9

N75@300mm

受材30×40mm以上

土台（横架材）
床下地板

受材30×40mm以上

柱

○貫仕様・構造用面材との取合い

特記事項壁倍率
 釘の

 間隔

 釘の

 種類

 構造用面材の

　　種　類

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

N50

N50

N50

○構造用石こう

　ボードＡ種

○構造用石こう

　ボードＢ種

○構造用合板

○ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

○構造用パネル

○石こう

　ラスボード

○石こうボード

厚み

2000mm以下

構造用面材

または
GNC32

または
GNC40

または
GNC40

または
GNC40

GNF32

GNF40

GNF40

GNF40

間柱

胴つなぎ

柱

受材

柱

貫

以
下

以
下

以
下

以
下

61
0m
m

61
0m
m

3
00
m
m

30
0
mm

〃
〃 1.5

1.5

1.5

1.0

0.8

0.7

0.5

○両側真壁　Ｔ字部の取合い○両側真壁　隅部の取合い

○片側真壁　隅部の取合い ○片側真壁　Ｔ字部の取合い

○両側真壁　Ｔ字部の取合い○両側真壁　隅部の取合い

○片側真壁　Ｔ字部の取合い○片側真壁　隅部の取合い

受材30×40mm以上

N75@300mm

構造用面材
釘

面材等

N75@300mm
釘

構造用面材

面材等

受材30×40mm以上

間柱

構造用面材

受材30×40mm以上

N75@300mm

構造用面材
釘

面材等

面材等

釘
構造用面材

間柱

構造用面材

受材30×40mm以上

N75@300mm

面材等

面材等

面材等

受材

構造用面材

貫 15×90mm以上

※ 5本以上設ける

構造用面材

貫 15×90mm以上

※ 5本以上設ける

間柱

面材等

受材

構造用面材

貫 15×90mm以上

※ 5本以上設ける

面材等

面材等 構造用面材

貫 15×90mm以上

※ 5本以上設ける

面材等

土塗壁 ［告示第1100号］

○土塗壁の取合い

○Ｔ字型の取合い

○隅部の取合い

○壁土と貫・間渡し竹・小舞竹との取合い

1.5

1.3

1.0

中塗り土の塗り方 塗り厚 貫

　　　×　　　mm

　　　×　　　mm

　　　×　　　mm

壁倍率

1.5

1.0

1.0

特記事項

　○　両面塗り

　○　片面塗り

（　　　　　　）mm

塗り厚70mm以上

（　　　　　　）mm

（　　　　　　）mm

塗り厚55mm以上

塗り厚55mm以上

(注) 荒壁土

0.4Kg以上0.6Kg以下のわらすさを混合したもの、またはこれと同等以上の強度を有するもの。

100リットルの荒木田土・荒土・京土・その他これらに類する粘性のある砂質粘土に対して

100リットルの荒木田土・荒土・京土・その他これらに類する粘性のある砂質粘土に対して

60リットル以上150リットル以下の砂及び0.4Kg以上0.8Kg以下のもみすさを混合したもの、

またはこれと同等以上の強度を有するもの。

小舞竹

間渡し竹

縦貫と横架材との接合

縄、パーム縄、わら縄その

他これらに類するもので、

締め付ける。

取付け、間渡し竹にシュロ

割竹を45mm以下の間隔に

小舞竹は、幅20mm以上の 縦貫は、横架材に10mm

程度差し込む。

間渡し竹は、幅20mm以上の

割竹または小径12mm以上の

丸竹とし、300mm内外に1本

の割合で上下・左右に入れ

る。

間渡し竹と軸組の接合

間渡し竹は、柱、横架材に

10mm程度差し込む。

貫

貫は、15×100mm以上とし、

釘

間渡し竹を貫や軸組みに留め

くさび

横貫と柱の接合

横貫は、柱に通し貫または

塗り厚

柱 小舞竹

小舞竹

貫

上
塗

り 中
塗

り

む
ら

直
し

荒
壁

塗
り

30mm

3
0
m
m

上塗り

横貫

中塗り

荒壁

荒壁

小舞竹

上塗り

中塗り

荒壁

荒壁 中塗り

中塗り

横貫

小舞竹

上塗り

面格子壁 ［告示第1100号］ ［告示第1100号］落し込み板壁

○面格子壁の取合い ○落し込み板壁の取合い

壁倍率 特記事項

1.0

柱

格子

（継手なし、含水率15％以下）

格子の

相欠き仕口

ｂ
ｈ

h/2

h/2

（　　　）mm

（　　　）mm

格子の断面寸法(b･h)

○　　　×　　　mm

45×90mm以上

90×90mm以上

105×105mm以上

○　　　×　　　mm

○　　　×　　　mm

格子の間隔

（　　　）mm

90mm以上160mm以下

180mm以上310mm以下

180mm以上310mm以下

落し込み板

厚さ27mm以上

幅130mm以上

壁倍率 特記事項

○　　　×　　　mm （　　　）mm

小径15mm以上または

直径9mm以上の鋼材

だぼ落し込み板の断面寸法

27×130mm以上
0.6

c

c

g
g

柱

27mm以上

落し込み板

だぼ

だぼ配置のルール

落し込み板同士の接合面に

620mm以下の間隔で３本以上

配置する。

○2　短ほぞ差しの例 ○3-2 Ｔ字部の取合い○3-1 隅部の取合い

○3○1　大入れの例

○柱・落し込み板の取合い

1800～2300mm

ａ ｂ

ｃ ｃ

ｄ

ｄ

ｅ

大入れ

大入れ

格子材

相欠き柱

(深さ30mm以上) 40×90mm@150mm

(深さ30mm以上)

柱
105×105mm

短ほぞ差し

(深さ30mm以上)

短ほぞ差し

105×105mm@303mm

格子材

(深さ30mm以上)

釘CN100または軸径5.5mm

以上のビスを格子材１本

につき２本ずつ打つ

相欠き

格子材
105×105mm@303mm

枠材
30×105mm

(深さ30mm以上)

枠材に短ほぞ差し

釘CN100または軸径5.5mm

以上のビスを格子材１本

につき２本ずつ打つ

相欠き

釘CN100または軸径5.5mm

以上のビスを格子材１本

につき２本ずつ打つ

格子材
105×105mm

短ほぞ差し

(深さ30mm以上)

柱

柱 柱

落し込み板

柱

落し込み板

○Ｔ字部の取合い

○隅部の取合い

ａ.ｂ：柱の溝と落し込み板の隙間は、a+b≦3mm

　　　 とする。

ｃ 　：溝の深さは、隙間を除き、板材の高さの

 　　  1/15以上かつ15mm以上とする。

ｄ　 ：溝の外側の最小残り長さは、溝の深さｃ

　　　 以上を確保する。

ｅ　 ：板厚は、27mm以上とする。

1.0

面材等

貫の間隔は910mm以下で

付ける釘はSFN25とする。

３本以上とする。

30mm程度落し込む。

中塗り土

g：だぼの打込み長さは、

だぼ小径の３倍以上とし、

ぼの断面は丸または角と

する。

0.9

0.6

120×120mm

(深さ30mm以上)

格子材
105×105mm

短ほぞ差し

105×105mm

後から面格子をはめ込む場合の短ほぞ差し同等の例

620mm以
下

○構造用石膏ﾎﾞｰﾄﾞA種

○構造用石膏ﾎﾞｰﾄﾞB種

○石膏ボード

○構造用石膏ﾎﾞｰﾄﾞA種

○石膏ボード

○構造用石膏ﾎﾞｰﾄﾞB種

500mm

木材在来軸組工法標準図２令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事



〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８
工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-03

氏名：

その他の設計者

氏名：

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一

その他の設計者 　級建築士　登録第　　　　　　号

　級建築士　登録第　　　　　　号
NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計

　７ １２ 　５

Ａ３

a

座堀り

羽子板ボルト

2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40
1-スクリュー釘ZS50

2-六角ボルトM12

SP･E2

1-小型角座金2.3×30

1-六角ナットM12

筋かい端部及び柱端部と接合金物との納まり ［建築基準法施行令第46条第4項　告示第1460号　告示第1654号］

筋かい端部の取合い 柱端部の取合い

（壁倍率1.0、たすき掛けのとき2.0）

○（ロ）15×90mm以上の筋かい

[施行令第46条第4項] ［告示第1460号　告示第1654号］

○（ハ）30×90mm以上の筋かい

（壁倍率1.5、たすき掛けのとき3.0）

○（ニ）45×90mm以上の筋かい

（壁倍率2.0、たすき掛けのとき4.0）

（壁倍率3.0、たすき掛けのとき5.0）

○（ホ）90×90mm以上の筋かい

10-釘N65

筋かいプレートBP

筋かいプレートBP2

角座金

径12mmのボルト

10-太め釘ZN65

1-角根平頭ボルトM12

1-小型角座金2.3×30

1-六角ナットM12

1-角根平頭ボルトM12

17-スクリュー釘ZS50

（い）短ほぞ差し

（品確法接合倍率：0.0） （品確法接合倍率：0.0）

（い）かすがい打ち （い）長ほぞ差し込み栓打ち

（品確法接合倍率：0.7）

（い）かど金物 CP-L

（品確法接合倍率：0.7）

柱
　
頭

上
　

下
　

階
柱
　
脚

短ほぞ差し

柱

上階柱

下階柱

短ほぞ差し

短ほぞ差し

短ほぞ差し

基礎

土台

柱

かすがい打ち

かすがい打ち

かすがい打ち

長ほぞ

込み栓

打ち

長ほぞ

長ほぞ

込み栓

打ち

込み栓

打ち

かど金物 CP-L

10-太め釘ZN65

かど金物 CP-L

10-太め釘ZN65

かど金物 CP-L

10-太め釘ZN65

柱
　
頭

上
　

下
　

階
柱
　
脚

10-太め釘ZN65

10-太め釘ZN65

10-太め釘ZN65

桁

柱柱

桁

かど金物 CP-T

かど金物 CP-T

かど金物 CP-T

上階柱

下階柱

基礎

柱

土台

刻印線に

あわせる

山形プレート VP

8-太め釘ZN90

山形プレート VP

8-太め釘ZN90

山形プレート VP

8-太め釘ZN90

刻印線に

あわせる

山形プレート VP2

12-太め釘ZN65

山形プレート VP2

12-太め釘ZN65

山形プレート VP2

12-太め釘ZN65

羽子板ボルト

SB･F2

1-六角ボルトM12
2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40

※羽子板ボルト SB･E2 でも可

羽子板ボルト

SB･F2

1-六角ボルトM12
2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40

羽子板ボルト

SB･F2

1-六角ボルトM12

2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40

2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40

2-角座金W4.5×40

羽子板ボルト

SB･F2
1-六角ボルトM12
2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40

羽子板パイプ

SP･E2

羽子板パイプ

SP･E2

2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40

羽子板パイプ

座堀り

スクリュー釘なし

ZS50

柱端部と接合金物との納まり ［告示第1460号　告示第1654号］

（に）短ざく金物 S（スクリュー釘なし）

（品確法接合倍率：1.4）

（ほ）羽子板ボルト SB･F(E)、羽子板パイプ SP･E

（品確法接合倍率：1.6）

羽子板ボルト

1-六角ボルトM12

2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40

2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40

羽子板パイプ

1-スクリュー釘ZS50 1-スクリュー釘ZS50

羽子板ボルト

1-六角ボルトM12

2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40
1-スクリュー釘ZS50

羽子板ボルト

1-六角ボルトM12
2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40
1-スクリュー釘ZS50

2-六角ナットM12

羽子板パイプ

1-スクリュー釘ZS50

SB･F

SB･F

SP･E

短ざく金物 S

2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40

2-六角ボルトM12

2-六角ボルトM12

1-角座金W4.5×40

羽子板パイプ

SP･E

2-六角ボルトM12

六角ボルトM12

短ざく金物 S

2-六角ナットM12
2-角座金W4.5×40

2-六角ボルトM12

3-スクリュー釘ZS50

（品確法接合倍率：1.6）

（ほ）短ざく金物 S(ｽｸﾘｭｰ釘あり） （へ）引き寄せ金物 S-HD10

（品確法接合倍率：1.8）

引き寄せ金物

S-HD10

1-座金付きボルトM16W

2-角座金W4.5×40
2-六角ナットM12
2-六角ボルトM12
1-六角ナットM16

座金付きボルト

M16W

引き寄せ金物

S-HD10

1-座金付きボルトM16W

2-六角ナットM12
2-六角ボルトM12
1-六角ナットM16

4-角座金W4.5×40

六角ボルトM16

または両ねじ

ボルトM16

引き寄せ金物

S-HD10

2-六角ナットM12
2-六角ボルトM12
1-六角ナットM16

4-角座金W4.5×40

1-座金付きボルトM16W

ボルトM16W

座金付き

引き寄せ金物

1-座金付きボルトM16W
1-六角ナットM16

座金付きボルト

M16W

柱
　
頭

上
　

下
　

階
柱

　
脚

柱
　
頭

上
　

下
　

階
柱

　
脚

引き寄せ金物

1-六角ナットM16

六角ボルトM16

または両ねじ

ボルトM16

引き寄せ金物

1-六角ナットM16

（り）引き寄せ金物 S-HD25

（品確法接合倍率：4.7）

S-HD25

5-六角ボルトM12
5-六角ナットM12
5-角座金W4.5×40

S-HD25

5-六角ボルトM12
5-六角ナットM12
5-角座金W4.5×40

S-HD25

5-六角ナットM12
5-角座金W4.5×40

5-六角ボルトM12

アンカー

ボルトM16

引き寄せ金物

1-座金付きボルトM16W

座金付きボルト

M16W

引き寄せ金物

1-座金付きボルトM16W
1-六角ナットM16

六角ボルトM16

または両ねじ

ボルトM16

引き寄せ金物

1-六角ナットM16

アンカー

ボルトM16

引き寄せ金物

1-座金付きボルトM16W
1-六角ナットM16

座金付きボルト

M16W

引き寄せ金物

1-六角ナットM16

六角ボルトM16

または両ねじ

ボルトM16

引き寄せ金物

1-六角ナットM16

アンカー

ボルトM16

（と）引き寄せ金物 S-HD15

（品確法接合倍率：2.8）

S-HD15

3-六角ボルトM12
3-六角ナットM12
3-角座金W4.5×40

S-HD15

3-六角ボルトM12
3-六角ナットM12
3-角座金W4.5×40

S-HD15

3-六角ボルトM12
3-六角ナットM12
3-角座金W4.5×40 4-角座金W4.5×40

4-六角ナットM12
4-六角ボルトM12

S-HD20

4-六角ナットM12
4-角座金W4.5×40

4-六角ボルトM12

S-HD20

S-HD20

1-六角ナットM16
4-六角ボルトM12
4-六角ナットM12
4-角座金W4.5×40

（ち）引き寄せ金物 S-HD20

（品確法接合倍率：3.7）

引き寄せ金物

座金付きボルト

M16W

引き寄せ金物

六角ボルトM16

または両ねじ

ボルトM16

引き寄せ金物

アンカー

ボルトM16

（ぬ）引き寄せ金物 S-HD15×2

（品確法接合倍率：5.6）

S-HD15×2

2-座金付きボルトM16W

6-六角ナットM12
6-角座金W4.5×40

1-六角ボルトM16

1-アンカーボルトM16 1-アンカーボルトM16 1-アンカーボルトM16 2-アンカーボルトM16

S-HD15×2

2-六角ナットM16
6-六角ボルトM12
6-六角ナットM12
6-角座金W4.5×40

S-HD15×2

2-六角きボルトM16
2-六角ナットM16

1-六角ボルトM16

6-六角ボルトM12
6-六角ナットM12
6-角座金W4.5×40

2-六角ナットM16
6-六角ボルトM12

アンカー

ボルトM16

引き寄せ金物

1-六角ナットM16

S-HD15

1-アンカーボルトM16

その他の引き寄せ金物 

アンカー

ボルトM16

引き寄せ金物

1-六角ナットM16
1-アンカーボルトM16

HD-B15

3-角座金W4.5×40

3-六角ボルトM12
3-六角ナットM12

1-角座金W6.0×54

角座金

W4.5×40

アンカー

ボルトM16

引き寄せ金物

1-六角ナットM16
1-アンカーボルトM16

1-角座金W6.0×54

太め釘

ZN90

角座金

W6.0×54

角座金

W6.0×54

3-ラグスクリュー

16-太め釘ZN90

柱端部と接合金物との納まり ［告示第1460号　告示第1654号］

（品確法接合倍率：1.0） （品確法接合倍率：1.0）

（は）山形プレート VP

（品確法接合倍率：1.0）

（は）山形プレート VP2 （に）羽子板ボルト SB･F2(E2)、羽子板パイプ SP･E2

（品確法接合倍率：1.4）

（は）かど金物 CP-T

2-六角ボルトM12

3-六角ボルトM12
3-六角ナットM12

2-六角ボルトM12

SP･ESB･F

SP･F

柱端部と接合金物との納まり ［告示第1460号　告示第1654号］

HD-N15

ラグスクリュー

LS12

木材在来軸組工法標準図３令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事



〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８
工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-04

氏名：

その他の設計者

氏名：

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一

その他の設計者 　級建築士　登録第　　　　　　号

　級建築士　登録第　　　　　　号
NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計

　７ １２ 　５

Ａ３

（品確法接合部倍率：1.9）

750mm前後

（る）腰掛けあり＋短ざく金物

通し柱と横架材及びその他の部位と接合金物との取合い ［告示第1460号　告示第1654号］

通し柱と横架材の取合い（品確法）

（T2）かたぎ大入れ短ほぞ差し 筋かいプレートと引き寄せ金物の

S-HD15

引き寄せ金物

柱

筋かい

筋かいプレート

BP-2

土台

短ざく金物 S

通し柱

かたぎ大入れ

短ほぞ差し

横架材

柱

＋短ざく金物Ｓ 納まり 納まり

真壁の受材タイプと引き寄せ金物の 格子壁（通常タイプ）と引き寄せ

金物の納まり

引き寄せ金物

受材

S-HD15

構造用面材

受材

土台

引き寄せ金物

格子壁

柱

土台

金物の納まり

（T3）引き寄せ金物 S-HD15 貫と引き寄せ金物の納まり 土塗り壁と引き寄せ金物の納まり 格子壁（後付けタイプ）と引き寄せ

引き寄せ金物

太め釘

ZN90

柱

土塗り壁

ラグスクリュー

LS12

引き寄せ金物

S-HD15

格子壁

柱

土台

短ほぞ差し

かたぎ大入れ

引き寄せ金物

S-HD15

横架材

通し柱

柱

引き寄せ金物

S-HD15

土台

貫

筋かいたすき掛け部分の取合い

筋かい断面30×90mm、45×90mmの

納まり

N75釘

両面打ち

六角ボルト

M12

ひら金物
SM40
両面打ち

12本打ち

ZN65

筋かい断面90×90mmの収まり

かたぎ大入れ

横架材及び通し柱と接合金物との収まり（品確法） ［告示第1654号］

（る）腰掛けあり＋羽子板ボルト

（品確法接合部倍率：1.9） （品確法接合部倍率：1.9）

通し柱と横架材の取合い横架材相互の取合い

（品確法接合部倍率：3.0）

（Ｔ1）かたぎ大入れ短ほぞ差し

＋かね折り金物

（品確法接合部倍率：1.9）

（Ｔ1）かたぎ大入れ短ほぞ差し

（品確法接合部倍率：1.9）

（る）大入れあり掛け＋羽子板ボルト

×2　（品確法接合部倍率：3.0）

（を）大入れあり掛け＋羽子板ボルト

（を）腰掛けあり＋羽子板ボルト×2 （を）腰掛けあり＋短ざく金物×2

（る）大入れあり掛け＋短ざく金物 （を）大入れあり掛け＋短ざく金物

×2　（品確法接合部倍率：3.0） ＋羽子板ボルト

横架材及び通し柱と接合金物との納まり（品確法） ［告示第1654号］

横架材相互及び通し柱と横架材の取合い

梁受け金物　ＢＨ－１３５ 梁受け金物　ＢＨ－１９５、ＢＨ－２５５

製材又は構造用集成材一般

（品確法接合倍率：2.3）
（強度等級Ｅ１０５－Ｆ３００以上）

製材又は構造用集成材一般構造用集成材

（品確法接合倍率：3.6）
（強度等級Ｅ１０５－Ｆ３００以上）

構造用集成材

（品確法接合倍率：2.6）
（品確法接合倍率：4.8）

梁受け金物

BH-135

通し柱

横架材

横架材

BH-135

梁受け金物

横架材 横架材

通し柱

横架材

通し柱

横架材

梁受け金物

梁受け金物 梁受け金物

梁受け金物BH-195

BH-195

BH-255

BH-255

継手及び仕口の納まり ［建築基準法施行令第47条］

横架材の継手 土台の隅の仕口 土台の仕口 柱と土台の仕口

火打土台の仕口 胴差の仕口 梁の仕口 通し柱と胴差の仕口 通し柱と床梁の仕口

根太の継手 大引と床束の仕口 根がらみと床束の取合い 床梁の継手 垂木と横架材の仕口 桁行筋かい・振れ止め

火打梁の取合い 小屋梁の継手 小屋梁と軒桁との仕口及び取合い

（腰掛けあり継ぎ） （腰掛けかま継ぎ） （大入れ小根ほぞ差し

割くさび締め）

（片あり掛け） （大入れあり掛け） （落としあり） （扇ほぞ差し） （長ほぞ差し

＋込み栓打ち

（かたぎ大入れN90釘２本打ち） （大入れあり掛け）（追掛大栓継ぎ） （かたぎ大入れ短ほぞ差し）

（突付け釘打ち） （突付けひら金物又はかすがい打ち） （台持ち継ぎ） （垂木当たり欠き乗せ継ぎ）

（木製火打梁） （鋼製火打梁） （台持ち継ぎ） (大入れあり掛け） （かぶとあり） （渡りあご）

（短ほぞ差し）

込み栓

柱を上から
落とす

土台

火打土台

床梁

大梁 通し柱

かね折り

短ざく

金物

金物

胴差

胴差

通し柱
通し柱 通し柱

床梁

羽子板

ボルト

短ざく

金物

羽子板

ボルト

羽子板

ボルト

根太

大引き

大引き

床束

かすがい又は

ひら金物打ち

大引き

床束

根がらみ
床梁

六角ボルト

垂木

横架材
小屋束

棟木

桁行筋かい

振れ止め

小屋梁

小屋梁

軒桁

柱

軒桁
羽子板

ボルト

羽子板

ボルト
羽子板

ボルト

軒桁

軒桁
小屋梁

敷桁

小屋梁

軒桁

柱

軒桁

敷桁

小屋梁

桁

胴差

火打梁

梁 梁

胴差

火打金物

六角ボルト

平釘7
5
0
m
m
前
後

六角ボルト

7
0
0
m
m

700mm

引き寄せ金物と各部の取合い

HD-N15

HD-N15

腰掛けあり

羽子板ボルト

SB･F2

SB･E2 短ざく金物 S

腰掛けあり

SB･F2

SB･E2

羽子板ボルト×2

腰掛けあり

短ざく金物 S×2

腰掛けあり

通し柱

胴差

かたぎ大入れ

短ほぞ差し 金物

かね折り

大入れあり掛け

羽子板ボルト

SB･F2

SB･E2

大入れあり掛け

短ざく金物 S

大入れあり掛け

SB･F2

SB･E2

羽子板ボルト×2

短ざく金物 S×2

大入れあり掛け

通し柱

胴差

羽子板ボルト

SB･E2

SB･F2

短ほぞ差し

かたぎ大入れ

木材在来軸組工法標準図４令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事



Ａ３Ａ３Ａ３Ａ３Ａ３Ａ３Ａ３西岡設計西岡設計西岡設計西岡設計西岡設計西岡設計西岡設計会 社会 社会 社会 社会 社会 社会 社
株 式株 式株 式株 式株 式株 式株 式

NISHIOKANISHIOKANISHIOKANISHIOKANISHIOKANISHIOKANISHIOKA
　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号

　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号　級建築士　登録第　　　　　　号その他の設計者その他の設計者その他の設計者その他の設計者その他の設計者その他の設計者その他の設計者

後 藤 英一後 藤 英一後 藤 英一後 藤 英一後 藤 英一後 藤 英一後 藤 英一
〈管理建築士〉〈管理建築士〉〈管理建築士〉〈管理建築士〉〈管理建築士〉〈管理建築士〉〈管理建築士〉１級建築士事務所　　登録８１９号１級建築士事務所　　登録８１９号１級建築士事務所　　登録８１９号１級建築士事務所　　登録８１９号１級建築士事務所　　登録８１９号１級建築士事務所　　登録８１９号１級建築士事務所　　登録８１９号

１級建築士　登録第２４９８５３号１級建築士　登録第２４９８５３号１級建築士　登録第２４９８５３号１級建築士　登録第２４９８５３号１級建築士　登録第２４９８５３号１級建築士　登録第２４９８５３号１級建築士　登録第２４９８５３号

設　計設　計設　計設　計設　計設　計設　計

日日日日日日日月月月月月月月年年年年年年年令　和令　和令　和令　和令　和令　和令　和

日日日日日日日月月月月月月月年年年年年年年令　和令　和令　和令　和令　和令　和令　和

日日日日日日日月月月月月月月年年年年年年年令　和令　和令　和令　和令　和令　和令　和

氏名：氏名：氏名：氏名：氏名：氏名：氏名：

その他の設計者その他の設計者その他の設計者その他の設計者その他の設計者その他の設計者その他の設計者

氏名：氏名：氏名：氏名：氏名：氏名：氏名：

S-05S-05S-05S-05S-05S-05S-05
訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正訂　正

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１
Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名 〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８８８８８８８８ 　３　３　３　３　３　３　３ ３０３０３０３０３０３０３０

B1B1B1B1B1B1B1

B2B2B2B2B2B2B2

B2/2B2/2B2/2B2/2B2/2B2/2B2/2

B1/2B1/2B1/2B1/2B1/2B1/2B1/2

L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2 L2/2L2/2L2/2L2/2L2/2L2/2L2/2

L1L1L1L1L1L1L1 L2L2L2L2L2L2L2

負担面積 = (B1/2+B2/2)×(L1/2+L2/2)負担面積 = (B1/2+B2/2)×(L1/2+L2/2)負担面積 = (B1/2+B2/2)×(L1/2+L2/2)負担面積 = (B1/2+B2/2)×(L1/2+L2/2)負担面積 = (B1/2+B2/2)×(L1/2+L2/2)負担面積 = (B1/2+B2/2)×(L1/2+L2/2)負担面積 = (B1/2+B2/2)×(L1/2+L2/2)

砕石補強体砕石補強体砕石補強体砕石補強体砕石補強体砕石補強体砕石補強体 補
強

深
度

補
強

深
度

補
強

深
度

補
強

深
度

補
強

深
度

補
強

深
度

補
強

深
度

基礎幅（B）基礎幅（B）基礎幅（B）基礎幅（B）基礎幅（B）基礎幅（B）基礎幅（B）

補強体径補強体径補強体径補強体径補強体径補強体径補強体径

設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽

基
礎

砕
石

基
礎

砕
石

基
礎

砕
石

基
礎

砕
石

基
礎

砕
石

基
礎

砕
石

基
礎

砕
石

均
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し
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し
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基
礎

根
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れ
基

礎
根

入
れ

基
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根
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れ
基

礎
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れ

基
礎

根
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れ
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礎
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基
礎

根
入
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※基礎工事の際、基礎砕石を施工する前に柱状砕石補強体の転圧が※基礎工事の際、基礎砕石を施工する前に柱状砕石補強体の転圧が※基礎工事の際、基礎砕石を施工する前に柱状砕石補強体の転圧が※基礎工事の際、基礎砕石を施工する前に柱状砕石補強体の転圧が※基礎工事の際、基礎砕石を施工する前に柱状砕石補強体の転圧が※基礎工事の際、基礎砕石を施工する前に柱状砕石補強体の転圧が※基礎工事の際、基礎砕石を施工する前に柱状砕石補強体の転圧が

十分であることを確認して下さい。十分であることを確認して下さい。十分であることを確認して下さい。十分であることを確認して下さい。十分であることを確認して下さい。十分であることを確認して下さい。十分であることを確認して下さい。

項　目項　目項　目項　目項　目項　目項　目 内　容内　容内　容内　容内　容内　容内　容

先端スクリュー先端スクリュー先端スクリュー先端スクリュー先端スクリュー先端スクリュー先端スクリュー

ケーシングケーシングケーシングケーシングケーシングケーシングケーシング
ケーシング外径ケーシング外径ケーシング外径ケーシング外径ケーシング外径ケーシング外径ケーシング外径

詳　細詳　細詳　細詳　細詳　細詳　細詳　細

3,000mm～6,000mm3,000mm～6,000mm3,000mm～6,000mm3,000mm～6,000mm3,000mm～6,000mm3,000mm～6,000mm3,000mm～6,000mm

外周部最大直径外周部最大直径外周部最大直径外周部最大直径外周部最大直径外周部最大直径外周部最大直径

長さ長さ長さ長さ長さ長さ長さ

排土型排土型排土型排土型排土型排土型排土型

非排土型非排土型非排土型非排土型非排土型非排土型非排土型

排土型排土型排土型排土型排土型排土型排土型

非排土型非排土型非排土型非排土型非排土型非排土型非排土型

Φ400±10mmΦ400±10mmΦ400±10mmΦ400±10mmΦ400±10mmΦ400±10mmΦ400±10mm

Φ320±10mmΦ320±10mmΦ320±10mmΦ320±10mmΦ320±10mmΦ320±10mmΦ320±10mm

Φ420±10mmΦ420±10mmΦ420±10mmΦ420±10mmΦ420±10mmΦ420±10mmΦ420±10mm

Φ320±10mmΦ320±10mmΦ320±10mmΦ320±10mmΦ320±10mmΦ320±10mmΦ320±10mm

砕石４０２０砕石４０２０砕石４０２０砕石４０２０砕石４０２０砕石４０２０砕石４０２０

名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称項　目項　目項　目項　目項　目項　目項　目

天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石

天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石

天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石

天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石天然砕石

単粒度砕石S４０単粒度砕石S４０単粒度砕石S４０単粒度砕石S４０単粒度砕石S４０単粒度砕石S４０単粒度砕石S４０

単粒度砕石S３０単粒度砕石S３０単粒度砕石S３０単粒度砕石S３０単粒度砕石S３０単粒度砕石S３０単粒度砕石S３０

単粒度砕石S２０単粒度砕石S２０単粒度砕石S２０単粒度砕石S２０単粒度砕石S２０単粒度砕石S２０単粒度砕石S２０

粒径（ｍｍ）粒径（ｍｍ）粒径（ｍｍ）粒径（ｍｍ）粒径（ｍｍ）粒径（ｍｍ）粒径（ｍｍ）

２０～４０２０～４０２０～４０２０～４０２０～４０２０～４０２０～４０

３０～４０３０～４０３０～４０３０～４０３０～４０３０～４０３０～４０

２０～３０２０～３０２０～３０２０～３０２０～３０２０～３０２０～３０

１３～２０１３～２０１３～２０１３～２０１３～２０１３～２０１３～２０

規　　格規　　格規　　格規　　格規　　格規　　格規　　格

JIS　A　5005JIS　A　5005JIS　A　5005JIS　A　5005JIS　A　5005JIS　A　5005JIS　A　5005

JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001

JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001

JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001JIS　A　5001

項 目項 目項 目項 目項 目項 目項 目 頻 度頻 度頻 度頻 度頻 度頻 度頻 度

施工深度施工深度施工深度施工深度施工深度施工深度施工深度

補強体補強体補強体補強体補強体補強体補強体

頭部直径頭部直径頭部直径頭部直径頭部直径頭部直径頭部直径

締固め締固め締固め締固め締固め締固め締固め

補強体補強体補強体補強体補強体補強体補強体

芯ずれ芯ずれ芯ずれ芯ずれ芯ずれ芯ずれ芯ずれ

砕石砕石砕石砕石砕石砕石砕石

使用量使用量使用量使用量使用量使用量使用量

全本数全本数全本数全本数全本数全本数全本数

全本数全本数全本数全本数全本数全本数全本数

50本に1本50本に1本50本に1本50本に1本50本に1本50本に1本50本に1本

全本数全本数全本数全本数全本数全本数全本数

10cm毎の締固時10cm毎の締固時10cm毎の締固時10cm毎の締固時10cm毎の締固時10cm毎の締固時10cm毎の締固時

全本数全本数全本数全本数全本数全本数全本数

備 考備 考備 考備 考備 考備 考備 考

【写真】【写真】【写真】【写真】【写真】【写真】【写真】

施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置

【データ】【データ】【データ】【データ】【データ】【データ】【データ】

施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置

【データ】【データ】【データ】【データ】【データ】【データ】【データ】

補強体芯にて実測補強体芯にて実測補強体芯にて実測補強体芯にて実測補強体芯にて実測補強体芯にて実測補強体芯にて実測

施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置施工管理装置

【データ】【データ】【データ】【データ】【データ】【データ】【データ】

【写真】【写真】【写真】【写真】【写真】【写真】【写真】

補強体頭部にて実測補強体頭部にて実測補強体頭部にて実測補強体頭部にて実測補強体頭部にて実測補強体頭部にて実測補強体頭部にて実測

基準・規格値基準・規格値基準・規格値基準・規格値基準・規格値基準・規格値基準・規格値

設計深度以上設計深度以上設計深度以上設計深度以上設計深度以上設計深度以上設計深度以上

100mm以内100mm以内100mm以内100mm以内100mm以内100mm以内100mm以内

3kN・m以上で3kN・m以上で3kN・m以上で3kN・m以上で3kN・m以上で3kN・m以上で3kN・m以上で

達成率90%以上達成率90%以上達成率90%以上達成率90%以上達成率90%以上達成率90%以上達成率90%以上

排土型：420mm以上排土型：420mm以上排土型：420mm以上排土型：420mm以上排土型：420mm以上排土型：420mm以上排土型：420mm以上

X,Y方向に対してX,Y方向に対してX,Y方向に対してX,Y方向に対してX,Y方向に対してX,Y方向に対してX,Y方向に対して

非排土型：320mm以上非排土型：320mm以上非排土型：320mm以上非排土型：320mm以上非排土型：320mm以上非排土型：320mm以上非排土型：320mm以上

-10%以上-10%以上-10%以上-10%以上-10%以上-10%以上-10%以上

計画投入量計画投入量計画投入量計画投入量計画投入量計画投入量計画投入量

エコジオ工法特記仕様書（GBRC性能証明 第09-31号 改5(更1)）エコジオ工法特記仕様書（GBRC性能証明 第09-31号 改5(更1)）エコジオ工法特記仕様書（GBRC性能証明 第09-31号 改5(更1)）エコジオ工法特記仕様書（GBRC性能証明 第09-31号 改5(更1)）エコジオ工法特記仕様書（GBRC性能証明 第09-31号 改5(更1)）エコジオ工法特記仕様書（GBRC性能証明 第09-31号 改5(更1)）エコジオ工法特記仕様書（GBRC性能証明 第09-31号 改5(更1)）

　本工法は、専用施工機に装備された、側面に施工投入口を備えるケー　本工法は、専用施工機に装備された、側面に施工投入口を備えるケー　本工法は、専用施工機に装備された、側面に施工投入口を備えるケー　本工法は、専用施工機に装備された、側面に施工投入口を備えるケー　本工法は、専用施工機に装備された、側面に施工投入口を備えるケー　本工法は、専用施工機に装備された、側面に施工投入口を備えるケー　本工法は、専用施工機に装備された、側面に施工投入口を備えるケー

シングにより鉛直に穴を掘削し、砕石を締固めながら充填し柱状砕石補シングにより鉛直に穴を掘削し、砕石を締固めながら充填し柱状砕石補シングにより鉛直に穴を掘削し、砕石を締固めながら充填し柱状砕石補シングにより鉛直に穴を掘削し、砕石を締固めながら充填し柱状砕石補シングにより鉛直に穴を掘削し、砕石を締固めながら充填し柱状砕石補シングにより鉛直に穴を掘削し、砕石を締固めながら充填し柱状砕石補シングにより鉛直に穴を掘削し、砕石を締固めながら充填し柱状砕石補

強体を造成するものであり、この柱状砕石補強体と原地盤の複合地盤に強体を造成するものであり、この柱状砕石補強体と原地盤の複合地盤に強体を造成するものであり、この柱状砕石補強体と原地盤の複合地盤に強体を造成するものであり、この柱状砕石補強体と原地盤の複合地盤に強体を造成するものであり、この柱状砕石補強体と原地盤の複合地盤に強体を造成するものであり、この柱状砕石補強体と原地盤の複合地盤に強体を造成するものであり、この柱状砕石補強体と原地盤の複合地盤に

より、鉛直支持力の増加及び圧密沈下の抑制を図る地盤改良工法である。より、鉛直支持力の増加及び圧密沈下の抑制を図る地盤改良工法である。より、鉛直支持力の増加及び圧密沈下の抑制を図る地盤改良工法である。より、鉛直支持力の増加及び圧密沈下の抑制を図る地盤改良工法である。より、鉛直支持力の増加及び圧密沈下の抑制を図る地盤改良工法である。より、鉛直支持力の増加及び圧密沈下の抑制を図る地盤改良工法である。より、鉛直支持力の増加及び圧密沈下の抑制を図る地盤改良工法である。

財団法人日本建築総合試験所において建築技術性能証明（GBRC第09-31号財団法人日本建築総合試験所において建築技術性能証明（GBRC第09-31号財団法人日本建築総合試験所において建築技術性能証明（GBRC第09-31号財団法人日本建築総合試験所において建築技術性能証明（GBRC第09-31号財団法人日本建築総合試験所において建築技術性能証明（GBRC第09-31号財団法人日本建築総合試験所において建築技術性能証明（GBRC第09-31号財団法人日本建築総合試験所において建築技術性能証明（GBRC第09-31号

改5）を受けている。改5）を受けている。改5）を受けている。改5）を受けている。改5）を受けている。改5）を受けている。改5）を受けている。

①　削孔径：Φ420mm(排土型)，Φ320mm(無排土型)①　削孔径：Φ420mm(排土型)，Φ320mm(無排土型)①　削孔径：Φ420mm(排土型)，Φ320mm(無排土型)①　削孔径：Φ420mm(排土型)，Φ320mm(無排土型)①　削孔径：Φ420mm(排土型)，Φ320mm(無排土型)①　削孔径：Φ420mm(排土型)，Φ320mm(無排土型)①　削孔径：Φ420mm(排土型)，Φ320mm(無排土型)

③　掘削深度：Ｌ＝ 5.0m 以下③　掘削深度：Ｌ＝ 5.0m 以下③　掘削深度：Ｌ＝ 5.0m 以下③　掘削深度：Ｌ＝ 5.0m 以下③　掘削深度：Ｌ＝ 5.0m 以下③　掘削深度：Ｌ＝ 5.0m 以下③　掘削深度：Ｌ＝ 5.0m 以下

④　補強体配置ピッチ：0.5m ～ 2.3m④　補強体配置ピッチ：0.5m ～ 2.3m④　補強体配置ピッチ：0.5m ～ 2.3m④　補強体配置ピッチ：0.5m ～ 2.3m④　補強体配置ピッチ：0.5m ～ 2.3m④　補強体配置ピッチ：0.5m ～ 2.3m④　補強体配置ピッチ：0.5m ～ 2.3m

⑤　使用砕石：単粒度砕石S40(3号)、S30(4号)、S20(5号) (JIS A 5001)⑤　使用砕石：単粒度砕石S40(3号)、S30(4号)、S20(5号) (JIS A 5001)⑤　使用砕石：単粒度砕石S40(3号)、S30(4号)、S20(5号) (JIS A 5001)⑤　使用砕石：単粒度砕石S40(3号)、S30(4号)、S20(5号) (JIS A 5001)⑤　使用砕石：単粒度砕石S40(3号)、S30(4号)、S20(5号) (JIS A 5001)⑤　使用砕石：単粒度砕石S40(3号)、S30(4号)、S20(5号) (JIS A 5001)⑤　使用砕石：単粒度砕石S40(3号)、S30(4号)、S20(5号) (JIS A 5001)

②　有効径：Φ420mm(設計径)②　有効径：Φ420mm(設計径)②　有効径：Φ420mm(設計径)②　有効径：Φ420mm(設計径)②　有効径：Φ420mm(設計径)②　有効径：Φ420mm(設計径)②　有効径：Φ420mm(設計径)

　　　　　　　単粒度砕石S4020 (JIS A 5005)　　　　　　　単粒度砕石S4020 (JIS A 5005)　　　　　　　単粒度砕石S4020 (JIS A 5005)　　　　　　　単粒度砕石S4020 (JIS A 5005)　　　　　　　単粒度砕石S4020 (JIS A 5005)　　　　　　　単粒度砕石S4020 (JIS A 5005)　　　　　　　単粒度砕石S4020 (JIS A 5005)

⑥　複合地盤の強度は設計検討書による。⑥　複合地盤の強度は設計検討書による。⑥　複合地盤の強度は設計検討書による。⑥　複合地盤の強度は設計検討書による。⑥　複合地盤の強度は設計検討書による。⑥　複合地盤の強度は設計検討書による。⑥　複合地盤の強度は設計検討書による。

⑦　補強体の本数、打設位置は配置図による。⑦　補強体の本数、打設位置は配置図による。⑦　補強体の本数、打設位置は配置図による。⑦　補強体の本数、打設位置は配置図による。⑦　補強体の本数、打設位置は配置図による。⑦　補強体の本数、打設位置は配置図による。⑦　補強体の本数、打設位置は配置図による。

　本工事に先立ち、施工計画書を提出する。　本工事に先立ち、施工計画書を提出する。　本工事に先立ち、施工計画書を提出する。　本工事に先立ち、施工計画書を提出する。　本工事に先立ち、施工計画書を提出する。　本工事に先立ち、施工計画書を提出する。　本工事に先立ち、施工計画書を提出する。

　施工計画書は次の事項を明記する。　施工計画書は次の事項を明記する。　施工計画書は次の事項を明記する。　施工計画書は次の事項を明記する。　施工計画書は次の事項を明記する。　施工計画書は次の事項を明記する。　施工計画書は次の事項を明記する。

①工事内容(補強体径,補強体長,補強体本数)　②持込機械 ①工事内容(補強体径,補強体長,補強体本数)　②持込機械 ①工事内容(補強体径,補強体長,補強体本数)　②持込機械 ①工事内容(補強体径,補強体長,補強体本数)　②持込機械 ①工事内容(補強体径,補強体長,補強体本数)　②持込機械 ①工事内容(補強体径,補強体長,補強体本数)　②持込機械 ①工事内容(補強体径,補強体長,補強体本数)　②持込機械 

③主要資材(材料,予定数量)　④施工方法　⑤施工管理　⑥品質管理③主要資材(材料,予定数量)　④施工方法　⑤施工管理　⑥品質管理③主要資材(材料,予定数量)　④施工方法　⑤施工管理　⑥品質管理③主要資材(材料,予定数量)　④施工方法　⑤施工管理　⑥品質管理③主要資材(材料,予定数量)　④施工方法　⑤施工管理　⑥品質管理③主要資材(材料,予定数量)　④施工方法　⑤施工管理　⑥品質管理③主要資材(材料,予定数量)　④施工方法　⑤施工管理　⑥品質管理

①　本工法の施工は、エコジオ工法協会が認定した会員会社のみが行う①　本工法の施工は、エコジオ工法協会が認定した会員会社のみが行う①　本工法の施工は、エコジオ工法協会が認定した会員会社のみが行う①　本工法の施工は、エコジオ工法協会が認定した会員会社のみが行う①　本工法の施工は、エコジオ工法協会が認定した会員会社のみが行う①　本工法の施工は、エコジオ工法協会が認定した会員会社のみが行う①　本工法の施工は、エコジオ工法協会が認定した会員会社のみが行う

　　ことができる。　　ことができる。　　ことができる。　　ことができる。　　ことができる。　　ことができる。　　ことができる。

②　補強体頭部の高さは現状GLあわせとする。②　補強体頭部の高さは現状GLあわせとする。②　補強体頭部の高さは現状GLあわせとする。②　補強体頭部の高さは現状GLあわせとする。②　補強体頭部の高さは現状GLあわせとする。②　補強体頭部の高さは現状GLあわせとする。②　補強体頭部の高さは現状GLあわせとする。

③　締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは 3kN・m 以上とする。③　締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは 3kN・m 以上とする。③　締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは 3kN・m 以上とする。③　締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは 3kN・m 以上とする。③　締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは 3kN・m 以上とする。③　締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは 3kN・m 以上とする。③　締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは 3kN・m 以上とする。

④　施工に対して異常が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その④　施工に対して異常が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その④　施工に対して異常が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その④　施工に対して異常が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その④　施工に対して異常が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その④　施工に対して異常が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その④　施工に対して異常が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その

　　指示を受ける。　　指示を受ける。　　指示を受ける。　　指示を受ける。　　指示を受ける。　　指示を受ける。　　指示を受ける。

⑤　工程：1)施工機位置決め，2)先端閉塞（キャッピング），3)掘削⑤　工程：1)施工機位置決め，2)先端閉塞（キャッピング），3)掘削⑤　工程：1)施工機位置決め，2)先端閉塞（キャッピング），3)掘削⑤　工程：1)施工機位置決め，2)先端閉塞（キャッピング），3)掘削⑤　工程：1)施工機位置決め，2)先端閉塞（キャッピング），3)掘削⑤　工程：1)施工機位置決め，2)先端閉塞（キャッピング），3)掘削⑤　工程：1)施工機位置決め，2)先端閉塞（キャッピング），3)掘削

　　　　　4)締固め　　　　　4)締固め　　　　　4)締固め　　　　　4)締固め　　　　　4)締固め　　　　　4)締固め　　　　　4)締固め

※補足※補足※補足※補足※補足※補足※補足

1）施工機位置決め1）施工機位置決め1）施工機位置決め1）施工機位置決め1）施工機位置決め1）施工機位置決め1）施工機位置決め

施工中に掘削が困難となり、設計で定めた深度まで到達しない場合は、そ施工中に掘削が困難となり、設計で定めた深度まで到達しない場合は、そ施工中に掘削が困難となり、設計で定めた深度まで到達しない場合は、そ施工中に掘削が困難となり、設計で定めた深度まで到達しない場合は、そ施工中に掘削が困難となり、設計で定めた深度まで到達しない場合は、そ施工中に掘削が困難となり、設計で定めた深度まで到達しない場合は、そ施工中に掘削が困難となり、設計で定めた深度まで到達しない場合は、そ

の深度から補強体を構築し、その補強体周辺に増し打ちを行うものとする。の深度から補強体を構築し、その補強体周辺に増し打ちを行うものとする。の深度から補強体を構築し、その補強体周辺に増し打ちを行うものとする。の深度から補強体を構築し、その補強体周辺に増し打ちを行うものとする。の深度から補強体を構築し、その補強体周辺に増し打ちを行うものとする。の深度から補強体を構築し、その補強体周辺に増し打ちを行うものとする。の深度から補強体を構築し、その補強体周辺に増し打ちを行うものとする。

ただし、事前の地盤調査結果により掘削困難な深度周辺に堅固な支持層がただし、事前の地盤調査結果により掘削困難な深度周辺に堅固な支持層がただし、事前の地盤調査結果により掘削困難な深度周辺に堅固な支持層がただし、事前の地盤調査結果により掘削困難な深度周辺に堅固な支持層がただし、事前の地盤調査結果により掘削困難な深度周辺に堅固な支持層がただし、事前の地盤調査結果により掘削困難な深度周辺に堅固な支持層がただし、事前の地盤調査結果により掘削困難な深度周辺に堅固な支持層が

確認されており、補強体長（基礎下から補強体先端まで）が１ｍ以上確保確認されており、補強体長（基礎下から補強体先端まで）が１ｍ以上確保確認されており、補強体長（基礎下から補強体先端まで）が１ｍ以上確保確認されており、補強体長（基礎下から補強体先端まで）が１ｍ以上確保確認されており、補強体長（基礎下から補強体先端まで）が１ｍ以上確保確認されており、補強体長（基礎下から補強体先端まで）が１ｍ以上確保確認されており、補強体長（基礎下から補強体先端まで）が１ｍ以上確保

できる場合において下記数値を満たすことを確認し、打ち止めとすることできる場合において下記数値を満たすことを確認し、打ち止めとすることできる場合において下記数値を満たすことを確認し、打ち止めとすることできる場合において下記数値を満たすことを確認し、打ち止めとすることできる場合において下記数値を満たすことを確認し、打ち止めとすることできる場合において下記数値を満たすことを確認し、打ち止めとすることできる場合において下記数値を満たすことを確認し、打ち止めとすること

ができるものとする。ができるものとする。ができるものとする。ができるものとする。ができるものとする。ができるものとする。ができるものとする。

 圧入圧＝15kN以上で回転数＝10回以上において、深度⊿ｈ＝1cm以内 圧入圧＝15kN以上で回転数＝10回以上において、深度⊿ｈ＝1cm以内 圧入圧＝15kN以上で回転数＝10回以上において、深度⊿ｈ＝1cm以内 圧入圧＝15kN以上で回転数＝10回以上において、深度⊿ｈ＝1cm以内 圧入圧＝15kN以上で回転数＝10回以上において、深度⊿ｈ＝1cm以内 圧入圧＝15kN以上で回転数＝10回以上において、深度⊿ｈ＝1cm以内 圧入圧＝15kN以上で回転数＝10回以上において、深度⊿ｈ＝1cm以内

① 改良機本体は、施工時のデータを記録できる施工管理装置を有するもので① 改良機本体は、施工時のデータを記録できる施工管理装置を有するもので① 改良機本体は、施工時のデータを記録できる施工管理装置を有するもので① 改良機本体は、施工時のデータを記録できる施工管理装置を有するもので① 改良機本体は、施工時のデータを記録できる施工管理装置を有するもので① 改良機本体は、施工時のデータを記録できる施工管理装置を有するもので① 改良機本体は、施工時のデータを記録できる施工管理装置を有するもので

　 あり、エコジオ専用アタッチメントを装着したものとする。　 あり、エコジオ専用アタッチメントを装着したものとする。　 あり、エコジオ専用アタッチメントを装着したものとする。　 あり、エコジオ専用アタッチメントを装着したものとする。　 あり、エコジオ専用アタッチメントを装着したものとする。　 あり、エコジオ専用アタッチメントを装着したものとする。　 あり、エコジオ専用アタッチメントを装着したものとする。

② エコジオ専用アタッチメントの仕様を下記に記す。② エコジオ専用アタッチメントの仕様を下記に記す。② エコジオ専用アタッチメントの仕様を下記に記す。② エコジオ専用アタッチメントの仕様を下記に記す。② エコジオ専用アタッチメントの仕様を下記に記す。② エコジオ専用アタッチメントの仕様を下記に記す。② エコジオ専用アタッチメントの仕様を下記に記す。

所定位置に施工機をセットし、リーダー（ケーシング）の鉛直性を確認する。所定位置に施工機をセットし、リーダー（ケーシング）の鉛直性を確認する。所定位置に施工機をセットし、リーダー（ケーシング）の鉛直性を確認する。所定位置に施工機をセットし、リーダー（ケーシング）の鉛直性を確認する。所定位置に施工機をセットし、リーダー（ケーシング）の鉛直性を確認する。所定位置に施工機をセットし、リーダー（ケーシング）の鉛直性を確認する。所定位置に施工機をセットし、リーダー（ケーシング）の鉛直性を確認する。

2）先端閉塞（キャッピング）2）先端閉塞（キャッピング）2）先端閉塞（キャッピング）2）先端閉塞（キャッピング）2）先端閉塞（キャッピング）2）先端閉塞（キャッピング）2）先端閉塞（キャッピング）

ケーシングを正転（時計回り）で40cm程貫入した後、20cm程度引き上げる。ケーシングを正転（時計回り）で40cm程貫入した後、20cm程度引き上げる。ケーシングを正転（時計回り）で40cm程貫入した後、20cm程度引き上げる。ケーシングを正転（時計回り）で40cm程貫入した後、20cm程度引き上げる。ケーシングを正転（時計回り）で40cm程貫入した後、20cm程度引き上げる。ケーシングを正転（時計回り）で40cm程貫入した後、20cm程度引き上げる。ケーシングを正転（時計回り）で40cm程貫入した後、20cm程度引き上げる。

（ケーシング内部の土砂を排出するための空間を設ける。）（ケーシング内部の土砂を排出するための空間を設ける。）（ケーシング内部の土砂を排出するための空間を設ける。）（ケーシング内部の土砂を排出するための空間を設ける。）（ケーシング内部の土砂を排出するための空間を設ける。）（ケーシング内部の土砂を排出するための空間を設ける。）（ケーシング内部の土砂を排出するための空間を設ける。）

ケーシング内に砕石を投入しながら、内部スクリューを逆転（反時計回り）ケーシング内に砕石を投入しながら、内部スクリューを逆転（反時計回り）ケーシング内に砕石を投入しながら、内部スクリューを逆転（反時計回り）ケーシング内に砕石を投入しながら、内部スクリューを逆転（反時計回り）ケーシング内に砕石を投入しながら、内部スクリューを逆転（反時計回り）ケーシング内に砕石を投入しながら、内部スクリューを逆転（反時計回り）ケーシング内に砕石を投入しながら、内部スクリューを逆転（反時計回り）

させ先端スクリューの先端まで砕石を詰め込む。させ先端スクリューの先端まで砕石を詰め込む。させ先端スクリューの先端まで砕石を詰め込む。させ先端スクリューの先端まで砕石を詰め込む。させ先端スクリューの先端まで砕石を詰め込む。させ先端スクリューの先端まで砕石を詰め込む。させ先端スクリューの先端まで砕石を詰め込む。

3）掘削3）掘削3）掘削3）掘削3）掘削3）掘削3）掘削

正転（時計回り）で設計深度まで掘削する。正転（時計回り）で設計深度まで掘削する。正転（時計回り）で設計深度まで掘削する。正転（時計回り）で設計深度まで掘削する。正転（時計回り）で設計深度まで掘削する。正転（時計回り）で設計深度まで掘削する。正転（時計回り）で設計深度まで掘削する。

正転（時計回り）の状態で設計深度より5～10cm引き上げる。正転（時計回り）の状態で設計深度より5～10cm引き上げる。正転（時計回り）の状態で設計深度より5～10cm引き上げる。正転（時計回り）の状態で設計深度より5～10cm引き上げる。正転（時計回り）の状態で設計深度より5～10cm引き上げる。正転（時計回り）の状態で設計深度より5～10cm引き上げる。正転（時計回り）の状態で設計深度より5～10cm引き上げる。

（砕石を排出するための空間を設ける。）（砕石を排出するための空間を設ける。）（砕石を排出するための空間を設ける。）（砕石を排出するための空間を設ける。）（砕石を排出するための空間を設ける。）（砕石を排出するための空間を設ける。）（砕石を排出するための空間を設ける。）

4）締め固め4）締め固め4）締め固め4）締め固め4）締め固め4）締め固め4）締め固め

EGドアを開け、ドアストッパーで固定する。EGドアを開け、ドアストッパーで固定する。EGドアを開け、ドアストッパーで固定する。EGドアを開け、ドアストッパーで固定する。EGドアを開け、ドアストッパーで固定する。EGドアを開け、ドアストッパーで固定する。EGドアを開け、ドアストッパーで固定する。

砕石を投入しながら逆転し、回転トルクが規定値に達したら（ブザー音が砕石を投入しながら逆転し、回転トルクが規定値に達したら（ブザー音が砕石を投入しながら逆転し、回転トルクが規定値に達したら（ブザー音が砕石を投入しながら逆転し、回転トルクが規定値に達したら（ブザー音が砕石を投入しながら逆転し、回転トルクが規定値に達したら（ブザー音が砕石を投入しながら逆転し、回転トルクが規定値に達したら（ブザー音が砕石を投入しながら逆転し、回転トルクが規定値に達したら（ブザー音が

2回）、ケーシング10cm引き上げる（ブザー音が1回）。2回）、ケーシング10cm引き上げる（ブザー音が1回）。2回）、ケーシング10cm引き上げる（ブザー音が1回）。2回）、ケーシング10cm引き上げる（ブザー音が1回）。2回）、ケーシング10cm引き上げる（ブザー音が1回）。2回）、ケーシング10cm引き上げる（ブザー音が1回）。2回）、ケーシング10cm引き上げる（ブザー音が1回）。

この操作を補強体の頭部深度まで繰り返すことにより、補強体の築造がこの操作を補強体の頭部深度まで繰り返すことにより、補強体の築造がこの操作を補強体の頭部深度まで繰り返すことにより、補強体の築造がこの操作を補強体の頭部深度まで繰り返すことにより、補強体の築造がこの操作を補強体の頭部深度まで繰り返すことにより、補強体の築造がこの操作を補強体の頭部深度まで繰り返すことにより、補強体の築造がこの操作を補強体の頭部深度まで繰り返すことにより、補強体の築造が

完了する。完了する。完了する。完了する。完了する。完了する。完了する。

締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは3kN・m以上とする。締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは3kN・m以上とする。締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは3kN・m以上とする。締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは3kN・m以上とする。締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは3kN・m以上とする。締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは3kN・m以上とする。締固め層厚は10cmとし、締固めトルクは3kN・m以上とする。

【柱状砕石補強体の頭部（地表面付近）において締固めトルクが規定値に達しない場合の措置】【柱状砕石補強体の頭部（地表面付近）において締固めトルクが規定値に達しない場合の措置】【柱状砕石補強体の頭部（地表面付近）において締固めトルクが規定値に達しない場合の措置】【柱状砕石補強体の頭部（地表面付近）において締固めトルクが規定値に達しない場合の措置】【柱状砕石補強体の頭部（地表面付近）において締固めトルクが規定値に達しない場合の措置】【柱状砕石補強体の頭部（地表面付近）において締固めトルクが規定値に達しない場合の措置】【柱状砕石補強体の頭部（地表面付近）において締固めトルクが規定値に達しない場合の措置】

柱状砕石補強体の頭部深度が地表面付近であり、砕石締固め工程において柱状砕石補強体の頭部深度が地表面付近であり、砕石締固め工程において柱状砕石補強体の頭部深度が地表面付近であり、砕石締固め工程において柱状砕石補強体の頭部深度が地表面付近であり、砕石締固め工程において柱状砕石補強体の頭部深度が地表面付近であり、砕石締固め工程において柱状砕石補強体の頭部深度が地表面付近であり、砕石締固め工程において柱状砕石補強体の頭部深度が地表面付近であり、砕石締固め工程において

補強体周辺の地盤が外側へ押し出され、締固めトルクが規定値に到達しな補強体周辺の地盤が外側へ押し出され、締固めトルクが規定値に到達しな補強体周辺の地盤が外側へ押し出され、締固めトルクが規定値に到達しな補強体周辺の地盤が外側へ押し出され、締固めトルクが規定値に到達しな補強体周辺の地盤が外側へ押し出され、締固めトルクが規定値に到達しな補強体周辺の地盤が外側へ押し出され、締固めトルクが規定値に到達しな補強体周辺の地盤が外側へ押し出され、締固めトルクが規定値に到達しな

①掘削開始時および地表面付近の締固め時は、プレス円盤を地表面に押し①掘削開始時および地表面付近の締固め時は、プレス円盤を地表面に押し①掘削開始時および地表面付近の締固め時は、プレス円盤を地表面に押し①掘削開始時および地表面付近の締固め時は、プレス円盤を地表面に押し①掘削開始時および地表面付近の締固め時は、プレス円盤を地表面に押し①掘削開始時および地表面付近の締固め時は、プレス円盤を地表面に押し①掘削開始時および地表面付近の締固め時は、プレス円盤を地表面に押し

付ける。付ける。付ける。付ける。付ける。付ける。付ける。

い場合の施工方法。い場合の施工方法。い場合の施工方法。い場合の施工方法。い場合の施工方法。い場合の施工方法。い場合の施工方法。

②上記の方法でも締固めトルクが規定値まで上昇しない場合は、補強体頭②上記の方法でも締固めトルクが規定値まで上昇しない場合は、補強体頭②上記の方法でも締固めトルクが規定値まで上昇しない場合は、補強体頭②上記の方法でも締固めトルクが規定値まで上昇しない場合は、補強体頭②上記の方法でも締固めトルクが規定値まで上昇しない場合は、補強体頭②上記の方法でも締固めトルクが規定値まで上昇しない場合は、補強体頭②上記の方法でも締固めトルクが規定値まで上昇しない場合は、補強体頭

部へ先端スクリューを押し付ける。または柱状砕石補強体の頭部をプレー部へ先端スクリューを押し付ける。または柱状砕石補強体の頭部をプレー部へ先端スクリューを押し付ける。または柱状砕石補強体の頭部をプレー部へ先端スクリューを押し付ける。または柱状砕石補強体の頭部をプレー部へ先端スクリューを押し付ける。または柱状砕石補強体の頭部をプレー部へ先端スクリューを押し付ける。または柱状砕石補強体の頭部をプレー部へ先端スクリューを押し付ける。または柱状砕石補強体の頭部をプレー

トランマーなどで十分転圧する。トランマーなどで十分転圧する。トランマーなどで十分転圧する。トランマーなどで十分転圧する。トランマーなどで十分転圧する。トランマーなどで十分転圧する。トランマーなどで十分転圧する。

【打ち止め規定】【打ち止め規定】【打ち止め規定】【打ち止め規定】【打ち止め規定】【打ち止め規定】【打ち止め規定】

1.工事概要1.工事概要1.工事概要1.工事概要1.工事概要1.工事概要1.工事概要

2.特記仕様2.特記仕様2.特記仕様2.特記仕様2.特記仕様2.特記仕様2.特記仕様

3.施工計画3.施工計画3.施工計画3.施工計画3.施工計画3.施工計画3.施工計画

4.標準断面図4.標準断面図4.標準断面図4.標準断面図4.標準断面図4.標準断面図4.標準断面図

5.施工5.施工5.施工5.施工5.施工5.施工5.施工 6.施工機器6.施工機器6.施工機器6.施工機器6.施工機器6.施工機器6.施工機器

7.施工管理7.施工管理7.施工管理7.施工管理7.施工管理7.施工管理7.施工管理

8.施工報告書8.施工報告書8.施工報告書8.施工報告書8.施工報告書8.施工報告書8.施工報告書

① 主要資材① 主要資材① 主要資材① 主要資材① 主要資材① 主要資材① 主要資材

改良工事の使用する砕石は下表のいづれかとする。改良工事の使用する砕石は下表のいづれかとする。改良工事の使用する砕石は下表のいづれかとする。改良工事の使用する砕石は下表のいづれかとする。改良工事の使用する砕石は下表のいづれかとする。改良工事の使用する砕石は下表のいづれかとする。改良工事の使用する砕石は下表のいづれかとする。

② 管理項目と管理方法② 管理項目と管理方法② 管理項目と管理方法② 管理項目と管理方法② 管理項目と管理方法② 管理項目と管理方法② 管理項目と管理方法

施工に関する管理項目及び管理基準等は下表の通りとする。施工に関する管理項目及び管理基準等は下表の通りとする。施工に関する管理項目及び管理基準等は下表の通りとする。施工に関する管理項目及び管理基準等は下表の通りとする。施工に関する管理項目及び管理基準等は下表の通りとする。施工に関する管理項目及び管理基準等は下表の通りとする。施工に関する管理項目及び管理基準等は下表の通りとする。

　工事完了後、次の項目について報告書をまとめて、監督員に速やかに提出する。　工事完了後、次の項目について報告書をまとめて、監督員に速やかに提出する。　工事完了後、次の項目について報告書をまとめて、監督員に速やかに提出する。　工事完了後、次の項目について報告書をまとめて、監督員に速やかに提出する。　工事完了後、次の項目について報告書をまとめて、監督員に速やかに提出する。　工事完了後、次の項目について報告書をまとめて、監督員に速やかに提出する。　工事完了後、次の項目について報告書をまとめて、監督員に速やかに提出する。

①補強体施工図及び施工番号　②改良施工日(実施工程表)　③実績改良長①補強体施工図及び施工番号　②改良施工日(実施工程表)　③実績改良長①補強体施工図及び施工番号　②改良施工日(実施工程表)　③実績改良長①補強体施工図及び施工番号　②改良施工日(実施工程表)　③実績改良長①補強体施工図及び施工番号　②改良施工日(実施工程表)　③実績改良長①補強体施工図及び施工番号　②改良施工日(実施工程表)　③実績改良長①補強体施工図及び施工番号　②改良施工日(実施工程表)　③実績改良長

④砕石投入量及び搬入量　⑤施工記録データ　⑥施工記録写真④砕石投入量及び搬入量　⑤施工記録データ　⑥施工記録写真④砕石投入量及び搬入量　⑤施工記録データ　⑥施工記録写真④砕石投入量及び搬入量　⑤施工記録データ　⑥施工記録写真④砕石投入量及び搬入量　⑤施工記録データ　⑥施工記録写真④砕石投入量及び搬入量　⑤施工記録データ　⑥施工記録写真④砕石投入量及び搬入量　⑤施工記録データ　⑥施工記録写真

エコジオ工法特記仕様書エコジオ工法特記仕様書エコジオ工法特記仕様書エコジオ工法特記仕様書エコジオ工法特記仕様書エコジオ工法特記仕様書エコジオ工法特記仕様書令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事
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〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８
工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-06その他の設計者

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計 １/１００

　８ 　１ １８ 代表となる設計者 一級建築士　登録第１０６８５０号

氏名：塚越 正

一級建築士　登録第３１２１２４号

氏名：松浪 康行（１１・１２号棟）

　されたときの壁倍率に補正値を加えたものを示す。

※数値は、柱の片側のみに耐力壁（筋違のみ）が配置

5.0

1.05.0

4.0

1.52.5

3.0

1.02.0

2.0

1.0

たすき掛け

たすき掛け

たすき掛け

たすき掛け

たすき掛け

(　　　)90×90の木材

90×90の木材(一方向)

(　　　)45×90の木材

45×90の木材(一方向)

(　　　)30×90の木材

30×90の木材(一方向)

(　　　)φ9の鉄筋

(　　　)15×90の木材

φ9の鉄筋   (一方向)

15×90の木材(一方向)

下端上端

接合部用壁倍率
仕様図面表記

準耐力壁に算入しない壁×

掃き出し窓掃

腰高(小)小

腰高(中)中

腰高(大)大

ドア戸

全壁(無)

開口の種類記号

凡例

準耐力壁

耐力壁

仕様

------
───
線種

柱脚柱頭柱脚柱頭

胴差と通し柱

-横架材配置状況の検討※

-かたぎ大入れ短ほぞ差し＋15kN用引き寄せ金物T3

-かたぎ大入れ短ほぞ差し＋短冊T2

-かたぎ大入れ短ほぞ差し＋かね折り金物T1

の接合部
柱頭及び柱脚

-(該当する接合部金物なし)5.6超※※
5.65.6以下3Dぬ
4.725kN用引き寄せ金物4.7以下５り
3.720kN用引き寄せ金物3.7以下４ち

2.815kN用引き寄せ金物2.8以下３と

1.810kN用引き寄せ金物1.8以下２へ
1.6ｽｸﾘｭｰ釘ZS50＋羽子板ﾎﾞﾙﾄ、又はｽｸﾘｭｰ釘ZS50＋短冊金物1.6以下Psほ
1.4羽子板ﾎﾞﾙﾄ、又は短冊金物1.4以下Ｐに
1.0山形ﾌﾟﾚｰﾄ、又はＴ字型かど金物1.0以下Ｖは
0.7長ほぞ差し込み栓打ち、又はＬ字型かど金物0.65以下Ｎろ
0.0短ほぞ差し、又はかすがい打ち0.0以下□い

倍率仕様名N値記号仕様部位
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30kN用引き寄せ金物
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〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８
工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-07その他の設計者

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計 １/１００

　８ 　１ １８ 代表となる設計者 一級建築士　登録第１０６８５０号

氏名：塚越 正

一級建築士　登録第３１２１２４号

氏名：松浪 康行（１１・１２号棟）

　されたときの壁倍率に補正値を加えたものを示す。

※数値は、柱の片側のみに耐力壁（筋違のみ）が配置
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1.05.0

4.0

1.52.5
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1.02.0

2.0

1.0

たすき掛け

たすき掛け

たすき掛け

たすき掛け

たすき掛け

(　　　)90×90の木材

90×90の木材(一方向)

(　　　)45×90の木材

45×90の木材(一方向)

(　　　)30×90の木材

30×90の木材(一方向)

(　　　)φ9の鉄筋

(　　　)15×90の木材

φ9の鉄筋   (一方向)

15×90の木材(一方向)

下端上端

接合部用壁倍率
仕様図面表記

準耐力壁に算入しない壁×

掃き出し窓掃

腰高(小)小

腰高(中)中

腰高(大)大

ドア戸

全壁(無)

開口の種類記号

凡例

準耐力壁

耐力壁

仕様

------
───
線種

柱脚柱頭柱脚柱頭

胴差と通し柱

-横架材配置状況の検討※

-かたぎ大入れ短ほぞ差し＋15kN用引き寄せ金物T3

-かたぎ大入れ短ほぞ差し＋短冊T2

-かたぎ大入れ短ほぞ差し＋かね折り金物T1

の接合部
柱頭及び柱脚

-(該当する接合部金物なし)5.6超※※
5.65.6以下3Dぬ
4.725kN用引き寄せ金物4.7以下５り
3.720kN用引き寄せ金物3.7以下４ち

2.815kN用引き寄せ金物2.8以下３と

1.810kN用引き寄せ金物1.8以下２へ
1.6ｽｸﾘｭｰ釘ZS50＋羽子板ﾎﾞﾙﾄ、又はｽｸﾘｭｰ釘ZS50＋短冊金物1.6以下Psほ
1.4羽子板ﾎﾞﾙﾄ、又は短冊金物1.4以下Ｐに
1.0山形ﾌﾟﾚｰﾄ、又はＴ字型かど金物1.0以下Ｖは
0.7長ほぞ差し込み栓打ち、又はＬ字型かど金物0.65以下Ｎろ
0.0短ほぞ差し、又はかすがい打ち0.0以下□い

倍率仕様名N値記号仕様部位

２階筋かい金物位置図

30kN用引き寄せ金物
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新材砕石 t=100㎜
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▼ベタ基礎 床面

防湿ﾌｨﾙﾑ(全面) t=0.15㎜

※開口部直下の補強筋 D13

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50㎜

▼設計GL

D10＠200

※1(特記事項参照)

※隅部の補強筋 D13

1-D13

打継ｼｰﾙ

※2

10075

120 150

1
0
0

1
7
0

5
0

1
0
0

▼根入れ深さ

3
5
0

5
0
0

150

2
0 ▼ベタ基礎 立上面

1-D13

※
4
0
0
m
m
以

上

4
0
0

D13@200ﾀﾃﾖｺ共

※4(特記事項参照)

《W150 ベタ基礎(H400）深基礎 詳細図 S=1/20》

〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８ 代表となる設計者 一級建築士　登録第１０６８５０号　８ 　１ １８令　和 年 月 日設　計工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．
ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１ 氏名：塚越 正株 式 Ａ３令　和 年 月 日訂　正 〈管理建築士〉会 社 １級建築士事務所　　登録８１９号西岡設計 その他の設計者 一級建築士　登録第３１２１２４号 S-08

NISHIOKA令　和 年 月 日 １級建築士　登録第２４９８５３号 後 藤 英一 氏名：松浪 康行
基礎詳細図

１/２０
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特記事項　※1 開口部等主筋の端部についてはD13とする

《W150 ベタ基礎(H530) 詳細図 S=1/20》

特記事項　※2 打継目地底からかぶり厚さ60mm以上確保する
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《W150 ベタ基礎(H400） 詳細図 S=1/20》
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特記事項　※2 打継目地底からかぶり厚さ60mm以上確保する
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捨ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50㎜

特記事項　※1 開口部等主筋の端部についてはD13とする

特記事項　※2 打継目地底からかぶり厚さ60mm以上確保する

特記事項　※3 基礎貫通スリーブからかぶり厚さ40mm以上確保する

特記事項　※4 基礎貫通スリーブかぶり厚さ確保のため一部砕石除去
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《W150 ベタ基礎(H400）深基礎 詳細図 S=1/20》

D13@200ﾀﾃﾖｺ共

特記事項　※1 開口部等主筋の端部についてはD13とする

特記事項　※2 打継目地底からかぶり厚さ60mm以上確保する

特記事項　※3 基礎貫通スリーブからかぶり厚さ40mm以上確保する

特記事項　※4 基礎貫通スリーブかぶり厚さ確保のため一部砕石除去

※4(特記事項参照)

KSA75NFX430HKSA75NX280H CB

基礎貫通スリーブ（KSA75NX280H CB）排水用参考詳細図 基礎貫通スリーブ（KSA75NFX430H）排水用参考詳細図

1-D131-D13

補強筋の定着は30dとする

※100φ以上を補強対象とする

φ

▼設計GL

D10@200ﾀﾃﾖｺ共

《ｽﾘｰﾌﾞ管補強筋 詳細図 S=1/20》

4
1
5

補強筋 2-D13
1-D13

1-D13

D10@200ﾀﾃﾖｺ共

※1(特記事項参照)

1-D13

※
4
0
0
m
m
以

上

1
0
0

1
7
0

▼設計GL

《W150 基礎詳細図(内部) S=1/20》

防湿ﾌｨﾙﾑ(全面) t=0.15㎜

600

▼設計GL 5
0

1-D13

1-D13 1-D13

D10@200ﾀﾃﾖｺ共

《人通口補強筋 詳細図 S=1/20》

4
1
5

3
6
5

2
0

補強筋 1-D13

1
0
0

1
2
0

1-D13

D10@200ﾀﾃﾖｺ共

※1(特記事項参照)

1-D13

※
4
0
0
m
m
以

上

▼設計GL

《W120 基礎詳細図(内部) S=1/20》

120 土台105×105

基礎ﾊﾟｯｷﾝ t=20

▼ベタ基礎 立上面
※内部の立上り,土台105×105

1-D13

4
1
5

防湿ﾌｨﾙﾑ(全面) t=0.15㎜

1
0
0

1
7
0

特記事項　※1 開口部等主筋の端部についてはD13とする

特記事項　※2 打継目地底からかぶり厚さ60mm以上確保する

特記事項　※3 基礎貫通スリーブからかぶり厚さ40mm以上確保する

特記事項　※4 基礎貫通スリーブかぶり厚さ確保のため一部砕石除去

《W150 ベタ基礎(H400） 詳細図 S=1/20》

新材砕石 t=100㎜

5
0

▼ベタ基礎 床面

防湿ﾌｨﾙﾑ(全面) t=0.15㎜

※開口部直下の補強筋 D13

※
4
0
0
m
m
以

上

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50㎜

▼設計GL

D13@200ﾀﾃﾖｺ共

D10＠200

※1(特記事項参照)

※隅部の補強筋 D13

1-D13

150

1-D13

5
3
0

2
0 ▼ベタ基礎 立上面

打継ｼｰﾙ

※2

10075

120 150

1
0
0

1
7
0

5
0

1
0
0

▼根入れ深さ

5
0
0

3
5
0

※4(特記事項参照)

KSS45L50X230H

基礎貫通スリーブ（KSS45L50X230H）給水用参考詳細図

1-D13

4
0
0

▼設計GL

▼布基礎 立上面

D10-@250

D10

D13

D13

※1(特記事項参照)

土台120×120

基礎ﾊﾟｯｷﾝ t=20

D10-@250

※2(特記事項参照)

1
5
0

1
5
0

3
0
0

5
0

1
0
0

4
5
0

500

特記事項　※2 両側端部には主筋D13とする

特記事項　※1 開口部等主筋の端部についてはD13とする

※外周の立上り,土台120×120

新材砕石 t=100㎜

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50㎜

150

《布基礎 詳細図 S=1/20》

防蟻テープ巻 防蟻テープ巻

防蟻テープ巻

特記事項　※5 鉄筋切断時には適切な補強をする 特記事項　※5 鉄筋切断時には適切な補強をする

特記事項　※5 鉄筋切断時には適切な補強をする

4
0
0

土台120×120

基礎ﾊﾟｯｷﾝ t=20

▼ベタ基礎 立上面

※内部の立上り,土台105×105
1-D13

150
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HD-15KN

基礎伏図 S=1/100

L
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0
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〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８
工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-09その他の設計者

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計 １/１００

　８ 　１ １８ 代表となる設計者 一級建築士　登録第１０６８５０号

氏名：塚越 正

一級建築士　登録第３１２１２４号

氏名：松浪 康行
基礎伏図

深基礎範囲

深基礎範囲

深基礎範囲

（１１・１２号棟）

HD-25KN

HD-10KN

Y10

Y2

Y4

Y5

Y7

Y6

Y9

Y3

Y8

Y1

Y11

Y12

Y13

3
,
6
4
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

8
,
1
9
0

■基礎伏図凡例記載事項

ベタ基礎 t=170

配筋(ﾀﾃ,ﾖｺ) D13@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

特記なきスラブ天端レベルは

GL+50とする

配筋は基礎詳細図による

短辺方向を下部・長辺方向を上部配筋とする

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上（外周部） H=400,W=150

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上（ 内部 ） H=415,W=120

配筋は基礎詳細図による

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上 H=530,W=150

立上り部共通特記

・隅部補強筋 (1-D13、定着長さ:40d）

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(ｼﾝｸﾞﾙ)

配筋:ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ　6φ-100×100

布基礎 t=150,W=500

配筋 D13,D10,D10@250

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上 H=400,W=150

※1(玄関):砕石により嵩上げし土間ｺﾝｸﾘｰﾄとする

(べた基礎の上に土間ｺﾝｸﾘｰﾄ)

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物 (HD-必要耐力KN)

鋼製束位置

※ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの位置は柱芯から150mm内外とする

※ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの埋め込み長さは250mm以上とする

+50

GL+450

土間天端レベルを示す

立上り天端レベルを示す

・基礎ﾊﾟｯｷﾝは1.0m当たり有効換気面積75c㎡以上とする

・床下換気は基礎通気パッキン(ねこ土台)とする

　（基礎ﾊﾟｯｷﾝ t=20（全周敷込タイプ））

押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA

土間床等の外周部

→ 人通口の補強範囲

ベース補強範囲

ベースの配筋の間にＤ13を追加

立上りの下端には主筋を通す

玄関区画及び浴室・洗面区画、基礎立上りH=530

の部分は気密パッキンとする

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M16,L=800　埋め込み360mm以上とする

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M12,L=450 @2.7m以下

1,000 600 1,000

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0
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HD-10KN
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１階床伏図 S=1/100

(階段) (階段)
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工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-10その他の設計者

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計 １/１００

　８ 　１ １８ 代表となる設計者 一級建築士　登録第１０６８５０号

氏名：塚越 正

一級建築士　登録第３１２１２４号

氏名：松浪 康行
１階床伏図

（１１・１２号棟）
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集成材(赤松)

集成材(赤松)

米ツガ

ベイマツ筋交い 45×105

束

間柱

管柱

接合柱

根太

火打土台

根太掛

大引

45×120

30×105

120×120

120×120

ベイマツ

45×60

45×90

120×120

90×90

ベイマツ

鋼製火打金物（Zﾏｰｸ金物同等品）

ベイマツ

ベイマツ

用　途 材　寸 材　種

105×105

隅柱 120×120 集成材(赤松)

(外壁)

(内壁)

土台(外周)
防腐･防蟻処理土台

■１階床伏図部材表

土台(内周)

※1
※2

※6

集成材(赤松)管柱 105×105

鋼製束

基礎ﾊﾟｯｷﾝは1.0m当たり有効換気面積75c㎡

以上とする

性能区分K3相当以上とする

基礎ﾊﾟｯｷﾝ t=20（全周敷込タイプ）　

には防腐・防蟻措置を施すこと

に適合するよう施工する

仕口等の構造方法については、告示第1460号

※1:土台の防腐･防蟻処理はJAS規格の保存処理

※2:地面より1m以内のにある柱・筋かい・土台

※3:構造耐力上主要な部分である部材軸組、継手、

※4:床下換気は基礎パッキン(ねこ土台)とする

※5:一部内壁に設置あり

令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事
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工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-11その他の設計者

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計 １/１００

　８ 　１ １８ 代表となる設計者 一級建築士　登録第１０６８５０号

氏名：塚越 正

一級建築士　登録第３１２１２４号

氏名：松浪 康行
２階梁伏図

（１１・１２号棟）

120×390 120×390120×180 120×180

集成材(赤松)

集成材(赤松)

ベイマツ筋交い 45×105

間柱

管柱

接合柱

45×120

30×105

120×120

120×120

ベイマツ

用　途 材　寸 材　種

※特記なき梁で内周部は105×150とする

出隅柱 120×120 集成材(赤松)

(外壁)

(内壁)

■２階梁伏部材表　【特記なき部材寸】

■凡例

小屋束

根太

棟木

垂木

母屋

２階管柱

１階管柱

隅柱　

接合柱

備考

備考

床梁
120×150

ベイマツ

火打金物

天井吊り木 120×50 ベイマツ

105×150

(外周)

(内部)

※施工の際,ﾌﾟﾚｶｯﾄ図にて再確認とする

梁 ※柱が120角のため

梁の幅は120㎜とする(図示)

※浴室梁105×150,4ヶ所　UBの支持脚位置に合わせて

　配置すること

※

※一部内壁に設置あり

集成材(赤松)管柱 105×105

90×90 ベイマツ母屋

45×60@455 ベイマツ垂木

90×90 ベイマツ束

105×105

45×105@303根太 ベイマツ

※一点鎖線表記は２重床部分を示す

※２重床部分に示す梁は上端合せ

　(梁天端 2FL-320程度)とする 

　８ 　３ ３０
令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事



２階床伏図 S=1/100

Ａ３

〒３７３－００３４　群馬県太田市藤阿久町７４９－８
工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-12その他の設計者

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計 １/１００

　８ 　１ １８ 代表となる設計者 一級建築士　登録第１０６８５０号

氏名：塚越 正

一級建築士　登録第３１２１２４号

氏名：松浪 康行
２階床伏図

（１１・１２号棟）
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集成材(赤松)

ベイマツ筋交い 45×105

間柱

管柱

接合柱

根太

45×105

30×105

120×120

120×120

ベイマツ

用　途 材　寸 材　種

※特記なき梁で内周部は105×150とする

出隅柱 120×120 集成材(赤松)

(外壁)

(内壁)

■２階梁伏部材表　【特記なき部材寸】

■凡例

小屋束

根太

棟木

垂木

母屋

２階管柱

１階管柱

隅柱　

接合柱

備考

備考

床梁
120×150

ベイマツ

ベイマツ
45×105@303

@303

火打金物

天井吊り木 120×50 ベイマツ

105×150

(外周)

(内部)

※施工の際,ﾌﾟﾚｶｯﾄ図にて再確認とする

梁 ※柱が120角のため

梁の幅は120㎜とする(図示)

※浴室梁105×150,4ヶ所　UBの支持脚位置に合わせて

　配置すること

※

※一部内壁に設置あり

集成材(赤松)管柱 105×105

90×90 ベイマツ母屋

45×60@455 ベイマツ垂木

90×90 ベイマツ束

105×105

　８ 　３ ３０
令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事



小屋伏図 S=1/100
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工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

訂　正
S-13その他の設計者

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号 〈管理建築士〉

後 藤 英一NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計 １/１００

　８ 　１ １８ 代表となる設計者 一級建築士　登録第１０６８５０号

氏名：塚越 正

一級建築士　登録第３１２１２４号

氏名：松浪 康行
小屋伏図

（１１・１２号棟）

束 90×90

火打金物

棟木

母屋

垂木

梁(外周) 120×150

90×90

105×105

45×60

ベイマツ

ベイマツ

ベイマツ

ベイマツ

ベイマツ

用　途 材　寸 材　種

■小屋梁伏部材表

（特記なき部材寸）

@455

備考

梁(内部) 105×150

※梁で外周部は全て,120×150とする

※施工の際,ﾌﾟﾚｶｯﾄ図にて再確認とする

※小屋梁と小屋束の面合せにならない部分

についてはかすがい金物ではなくﾘﾄﾙｺｰﾅｰ

金物を使用とする

(ﾀﾅｶ社製:告示1460号第二号(は)

に該当品と同等)

105×105

■凡例

小屋束　105×105

棟木・谷木

垂木

母屋

管柱

隅柱　

備考

小屋束　90×90

梁 ※柱が120角のため

梁の幅は120㎜とする(図示)

　８ 　３ ３０

120×300

令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事
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補強体直径 砕石量φ mm m3

補強深度

本  数

総補強長

外周入れ

設計地耐力GL- m

本

m

mm

kN/m2
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-

-

-

-

BM

GL

BM

GL BM+150

100
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2.0
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読み指示

-
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ＴＥＬ０２７６－３１－２７７１　　　ＦＡＸ０２７６－３１－５１０１

〈管理建築士〉

NISHIOKA

株 式
会 社 西岡設計 １/１００

（１１・１２号棟）
令和８年度大島市営住宅２期(２工区)建築工事 S-14

　８ 　１ １８工事名 図面名 縮尺 Ｎｏ．

訂　正
その他の設計者

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

令　和 年 月 日

設　計

１級建築士　登録第２４９８５３号

１級建築士事務所　　登録８１９号

後 藤 英一

代表となる設計者 一級建築士　登録第１０６８５０号

氏名：塚越 正

一級建築士　登録第３１２１２４号

氏名：松浪 康行
杭伏図


